
基準範囲の設定 
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共用基準範囲の設定（JCCLS 2014年） 
• 医療体制の変革 
 特定の患者が特定の病院で治療を継続する旧体制 
 →医療経済的必要・医療の分業の進行 
 →地域医療連携・生涯にわたる医療情報共有体制構築 
                ＋ 
• 多施設にまたがる長期疫学共同研究の実施 
• 新薬開発のグローバル化、多施設参加・長期の治験 
                 
• 臨床検査データは時間的・空間的に膨大な量が蓄積 
 
• 検査値比較性の保証とその判断基準の共用化が必要 
 →大規模調査データを基に40項目の共用基準範囲設定 



臨床判断値（診断閾値）の設定 

臨床検査のガイドライン2015より引用 



臨床判断値（予防医学的閾値）の設定 

臨床検査のガイドライン2015より引用 



基準範囲と臨床判断値（予防医学的閾値） 

予防医学的閾値 

基準範囲 

   臨床判断値 
（予防医学的閾値） JCCLS「日本における主要な臨床検査項目の共用基準範囲案」より引用改変 



共用基準範囲と臨床判断値（予防医学的閾値） 
における相違 

項目 
略称 単位 

共用基準範囲 臨床判断値 
臨床判断値の根拠 

性別 下限 上限 下限 上限 

TG mg/dL 
男 40  234  

  149 動脈硬化性疾患予防ガイドライン2012年版 
女 30  117  

TC mg/dL   142  248    219 動脈硬化性疾患予防ガイドライン2012年版 

HDL-C mg/dL 
男 38  90  

40 
  

動脈硬化性疾患予防ガイドライン2012年版 
女 48  103    

LDL-C mg/dL   65  163    139 動脈硬化性疾患予防ガイドライン2012年版 

UA mg/dL 
男 3.7  7.8    

7.0 高尿酸血症・痛風の治療ガイドライン第2版 
女 2.6  5.5    

HbA1c ％   4.9  6.0  4.6  6.2  日本糖尿病学会糖尿病治療ガイド2014-15 

＊当院では上記各検査項目には臨床判断値を表示しますが、意義の相違を理解する必要があります 
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